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 この道路標準復旧断面図（道路占用工事路面復旧基準第４条及び第５条に規定）を適用する

際には，以下の事項に十分留意すること。 

 

（復旧断面選定の考え方） 

 ① 設計 CBR が判明している道路については，新潟市舗装マニュアルの標準舗装断面構成

（N1～N7）に基づく断面で復旧するものとする。 

 ② 設計 CBR が不明の道路（市道）については，旧復旧断面（A～C）とする。ただし，占用

者が経済性を考慮し自ら現況路床の CBR 試験を実施した場合は，新潟市舗装マニュアルの

標準舗装断面構成に基づいた断面で復旧してもよい。その後の占用による復旧は，新潟市

舗装マニュアルによる復旧とする。 

 ③ 上記によりがたい場合は，別途考慮するものとする。 

 

（本復旧の範囲と影響幅） 

 ① N1，N2，N3，N4 の車道における縦断方向の復旧について，車道の端部又はセンター部と

影響幅の外線間が 1m 以下の場合は半幅打換えとする。ただし，車道幅員が 5m 以下である

ときは全幅打換えとする。 

 ② N5 以上の車道における縦断方向の復旧について，車道の端部又はセンター部と影響幅の

外線間が 1m 以下の場合は半幅切削オーバーレイとする。ただし，車道幅員が 5m以下であ

るときは全幅切削オーバーレイとし，舗装厚さが 6cm 以下のときは打換えとする。 

 ③ N1，N2，N3，N4 の近接複数横断方向復旧について，近接距離が 20m 以下の場合は打換え

とする。ただし，住宅区域内の道路等で，通過交通がほとんどなく，交通量がきわめて少

ない道路については，近接距離を３m 以下まで縮小することができる。 

 ④ N5 以上の近接複数横断方向復旧について，近接距離が 20m 以下の場合は切削オーバー

レイとする。ただし，住宅区域内の道路等で，通過交通がほとんどなく，交通量がきわめ

て少ない道路については，近接距離を３m 以下まで縮小することができる。 

 

 

 

 

 



 

 

本復旧の範囲と影響幅 概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜縦断方向の復旧＞ 

（※１）が 1m 以下の場合 

  N1～N4：半幅打換え 

  N5 以上：半幅切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（既設舗装厚が 6cm 以下の場合は半幅打換え） 

ただし，車道幅員が 5m 以下の場合は全幅とする。 

車道端部 

ｾﾝﾀｰﾗｲﾝ 
（※１） 

（※１） 

復旧範囲 

＜横断方向の復旧＞ 

復
旧
範
囲 

復
旧
範
囲 

復
旧
範
囲 

（※２） （※２） 

（※２）が 20m 以下の場合（ただし，住宅区域内の道路等で，通過交通がほとんどなく，交通

量がきわめて少ない道路については，近接距離を３m 以下まで縮小することができる。） 

  N1～N4：打換え 

  N5 以上：切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 

車道 



 

設計 CBR が判明している道路 

 

 

N1（舗装計画交通量（台/日・方向）：T＜15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

3 5 - 15 5 - - - 15 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本復旧 仮復旧 成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）t=5mm 

表層 

下層路盤 下層路盤 

仮表層 



 

設計 CBR が判明している道路 

 

 

N2（舗装計画交通量（台/日・方向）：15≦T＜40） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

3 5 - 25 5 - - - 25 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本復旧 仮復旧 成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）t=5mm 

表層 

下層路盤 下層路盤 

仮表層 



 

設計 CBR が判明している道路 

 

 

N3（舗装計画交通量（台/日・方向）：40≦T＜100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

3 5 15 12 5 - - 15 12 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

 

 

 

 

 

本復旧 仮復旧 成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）t=5mm 

表層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 



 

設計 CBR が判明している道路 

 

 

N4（舗装計画交通量（台/日・方向）：100≦T＜250） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

3 

5 

15 35 

5 - 

- 15 35 

4 20 25 - 20 25 

6 15 25 - 15 25 

8 15 15 - 15 15 

12 15 12 - 15 12 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

本復旧 仮復旧 成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）t=5mm 

表層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 



設計 CBR が判明している道路 

 

 

N5（ⅰ）（舗装計画交通量（台/日・方向）：250≦T＜625） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

3 

5 

30 30 

5 5 

- 25 30 

4 20 35 - 15 35 

6 20 25 - 15 25 

8 20 15 - 15 15 

12 15 15 - 10 15 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       基層  ：②粗粒度ｱｽｺﾝ(20) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-25 or M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （交差点部および道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

本復旧 仮復旧 

表層 

基層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 

切削 30cm 以上 



設計 CBR が判明している道路 

 

 

N5（ⅱ）（舗装計画交通量（台/日・方向）：625≦T＜1,000） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

3 

5 

35 35 

5 5 

- 30 35 

4 30 30 - 25 30 

6 25 25 - 20 25 

8 20 25 - 15 25 

12 20 15 - 15 15 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       基層  ：②粗粒度ｱｽｺﾝ(20) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-25 or M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （交差点部および道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

 

 

本復旧 仮復旧 

表層 

基層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 

切削 30cm 以上 



設計 CBR が判明している道路 

 

 

N6 (ⅰ）（舗装計画交通量（台/日・方向）：1,000≦T＜2,000） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

6 

5 

25 35 

5 5 5 

15 35 

8 30 20 20 20 

12 25 15 15 15 

20 20 12 10 12 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-25 or M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       基層  ：②粗粒度ｱｽｺﾝ(20) 

       上層路盤：①ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理(25)，粒度調整砕石(M-25 or M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （交差点部および道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

 

 

本復旧 仮復旧 

表層 

基層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 

切削 30cm 以上 



設計 CBR が判明している道路 

 

 

N6 (ⅱ）（舗装計画交通量（台/日・方向）：2,000≦T＜3,000） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

6 

5 

40 30 

5 5 5 

30 30 

8 35 25 25 25 

12 30 20 20 20 

20 25 12 15 12 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-25 or M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑤密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)・・・※ 

       基層  ：②粗粒度ｱｽｺﾝ(20) 

       上層路盤：①ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理(25)，粒度調整砕石(M-25 or M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

  ※表層材料は上記を標準とし，下記区分により適切な材料を使用すること。 

区分 混合物の種類 

橋面舗装・消融雪施設設置箇所・ 

縦断勾配 6％を超える箇所 

⑦密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)再生材＋ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ

型 

第 1 種，第 2 種，第 3 種第 1 級・第 2 級， 

第 4 種第 1 級 （交差点部および道路区分） 

⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 

（動的安定度(DS)1,500 回/mm 以上） 

 

本復旧 仮復旧 

表層 

基層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 

切削 30cm 以上 



設計 CBR が判明している道路 

 

 

N7（舗装計画交通量（台/日・方向）：3,000≦T） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

CBR 

仮復旧 本復旧 

仮表層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

表層 

（cm） 

中間層 

＋基層 

（cm） 

上層路盤 

（cm） 

下層路盤 

（cm） 

加熱 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

混合物 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ 

安定処理 

粒度調整 

砕石 
ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 

6 

5 

50 40 

5 5＋5 5 

35 40 

8 45 35 30 35 

12 30 35 15 35 

20 30 20 15 20 

〔仮復旧〕 表層  ：⑧密粒度ｱｽｺﾝ(13) 

       上層路盤：粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

〔本復旧〕 表層  ：⑥密粒度ｱｽｺﾝ(新 20FH)ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型（動的安定度(DS)3,000 回/mm 以上） 

       中間層，基層：②粗粒度ｱｽｺﾝ(20) 

       上層路盤：①ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理(25)，粒度調整砕石(M-40) 

       下層路盤：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(C-40)，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(ARC-40) 

 

本復旧 仮復旧 

表層 

中間層＋基層 

上層路盤 

下層路盤 

上層路盤 

下層路盤 

仮表層 

切削 30cm 以上 



設計 CBR が判明していない道路 

 

 

Ａ 断 面 （都市計画街路及び主要幹線道路） 

              本  復  旧 

                          成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）ｔ＝５㎜ 

 

 

 

 

 

                      表層 密粒度アスコン（新 20FH）ｔ＝５㎝ 

     埋戻し材            基層 粗粒度アスコン(20) ｔ＝５㎝ 

                    上層路盤 歴青安定処理 ｔ＝５㎝ 

                                     下層路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                            又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２０㎝ 

 

※埋戻し材（山砂、良質土又は改良土≧ＣＢＲ８ グリズリアンダー材≧ＣＢＲ１２） 

 

 

              仮  復  旧 

 

 

 

 

 

                       表層 密粒度アスコン（13）ｔ＝４㎝ 

                   路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                            又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝３１㎝ 

                         （路盤：1 層≧１２ｃｍ ２層仕上げ）       

                            

区分 適用 混合物の種類 

一般部 
橋面舗装 

消融雪施設設置箇所 
密粒度アスコン（新 20FH）改質Ⅰ型 

すべり止め 
縦断勾配 6％を超える

箇所 

交差点部 
交差点前後 50m 程度 

（交差点内を含む） 
密粒度アスコン（新 20FH）改質Ⅱ型（DS1500 以上） 

※上記表層材料を標準とするが、人力により施工を行う場合、密粒度アスコン 13F を使用することができる。 

 



設計 CBR が判明していない道路 

 

 

Ｂ 断 面 （一 般 道 路） 

              本  復  旧 

                          成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）ｔ＝５㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

                                     表層 密粒度アスコン（新 20FH）ｔ＝５㎝ 

      埋戻し材                     上層路盤 歴青安定処理 ｔ＝５㎝ 

                   下層路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                            又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２０㎝                                      

 

※埋戻し材（山砂、良質土又は改良土≧ＣＢＲ８ グリズリアンダー材≧ＣＢＲ１２） 

 

 

              仮  復  旧 

 

 

 

 

 

 

 

                       表層 密粒度アスコン（13）ｔ＝４㎝ 

                   路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                            又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２６㎝ 

                        （路盤：1 層≧１２ｃｍ ２層仕上げ）     

 

 

区分 適用 混合物の種類 

一般部 
橋面舗装 

消融雪施設設置箇所 
密粒度アスコン（新 20FH）改質Ⅰ型 

すべり止め 
縦断勾配 6％を超える

箇所 

※上記表層材料を標準とするが、人力により施工を行う場合、密粒度アスコン 13F を使用することができる。 



設計 CBR が判明していない道路 

 

 

Ｃ 断 面 （幅員６ｍ以下の生活道路で全幅打換えのとき） 

              本  復  旧 

                          成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）ｔ＝５㎜ 

 

 

 

 

 

 

                      表層 密粒度アスコン（新 20FH）ｔ＝５㎝                      

      埋戻し材               

                                     路盤  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                            又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２５㎝ 

 （路盤：1層≧１２ｃｍ ２層仕上げ）   

※埋戻し材（山砂、良質土又は改良土≧ＣＢＲ８ グリズリアンダー材≧ＣＢＲ１２） 

※成形目地材は、在来舗装とのジョイント部に施工すること。 

 

              仮  復  旧 

 

 

 

 

 

 

 

表層 密粒度アスコン（13）ｔ＝４㎝ 

                     

                  路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                           又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２６㎝ 

 （路盤：1層≧１２ｃｍ ２層仕上げ）   

 

区分 適用 混合物の種類 

一般部 
橋面舗装 

消融雪施設設置箇所 
密粒度アスコン（新 20FH）改質Ⅰ型 

すべり止め 
縦断勾配 6％を超える

箇所 

 



砂 利 道 復 旧  

 

 

              砂 利 道 復 旧 

 

 

 

 

 

 

                         

                         ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                         又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２０㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              砂 利 散 歩 道 

 

 

 

 

 

 

                        ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                          又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝１２㎝ 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

歩 道 舗 装 復 旧  

 

             平 板 ブ ロ ッ ク １ 

 

 

 

 

 

                          サンドクッション ｔ＝３㎝ 

                         ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                         又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝１２㎝ 

 

 

             平 板 ブ ロ ッ ク ２ 

            商店街における化粧ブロックなど現道が 

           コンクリートベースのもの 

 

 

 

 

 

                          コンクリートモルタル ｔ＝６㎝ 

                      ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                         又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝１２㎝ 

 

 

            ア ス フ ァ ル ト 舗 装  

 

 

 

 

                       表層 密粒度アスコン（13F）ｔ＝４㎝ 

                     路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40，再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 

                         又はｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝１５㎝ 

 

※現道の舗装構成に合わせることを原則とし、全幅打換える場合は上記構成とすること。 

 

 



 

 透水性舗装  

 

 

 

Ａ 断 面 （都市計画街路及び主要幹線道路） 

              本  復  旧 

                          成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）ｔ＝５㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

                        透水性表層（13）ｔ＝５㎝ 

  埋戻し材≧ＣＢＲ８            透水性基層（20）  ｔ＝５㎝ 

                     透水性上層路盤（ATPM）ｔ＝８㎝ 

                                     路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝３０㎝（ＣＢＲ＝８） 

              （路盤：1層≧１２ｃｍ ２層仕上げ）   

 

 

 

 

Ｂ 断 面 （一 般 道 路） 

              本  復  旧 

                          成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）ｔ＝５㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

                                       透水性表層（13）ｔ＝５㎝ 

   埋戻し材≧ＣＢＲ８                       透水性上層路盤（ATPM）ｔ＝８㎝ 

                   路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２０㎝                                      

 

※透水性舗装は、新潟市舗装研究会による「車道透水性舗装の手引き」（平成１９年度改定版）

に準ずること。 



  

透水性舗装  

 

 

Ｃ 断 面 （幅員６ｍ以下の生活道路で全幅打換えのとき） 

              本  復  旧 

                          成形目地材（高弾性ﾀｲﾌﾟ）ｔ＝５㎜ 

 

 

 

 

 

 

                        透水性表層（13）ｔ＝５㎝                      

   埋戻し材≧ＣＢＲ８ 

                                        路盤 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝２５㎝ 

                       （路盤：1 層≧１２ｃｍ ２層仕上げ）   

 

 

※成形目地材は、在来舗装とのジョイント部に施工すること。 

 

 

 

                  歩  道 

 

 

 

 

 

 

                        透水性表層（13）ｔ＝４㎝ 

                     路盤 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 40 ｔ＝１５㎝ 

 

 

 

※透水性舗装は、新潟市舗装研究会による「車道透水性舗装の手引き」（平成１９年度改定版）

に準ずること。 

 


